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連結業績予想と実績値との差異および 

個別業績の前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

2022年４月４日に公表いたしました2023年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想と本日公表の実績値に

おいて差異が生じましたので、お知らせいたします。また、2023年３月期第２四半期累計期間の個別業績と前

期実績値において差異が生じましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

（金額単位：百万円未満切捨） 

１．2023年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想値と実績値との差異(2022年4月1日～2022年9月30日) 

  

売上高 

 

営業利益 

 

経常利益 

親会社株主に帰

属する四半期

純利益 

1株あたり

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

14,525 

百万円 

250 

百万円 

320 

百万円 

190 

円 銭 

27.74 

今回実績値（Ｂ） 13,644 △56 177 △87 △12.75 

増減額（Ｂ-Ａ) △880 △306 △142 △277 － 

増減率  （％） △6.1％ － △44.5％ － － 

(ご参考)前期第2四半期実績

(2022年3月期第2四半期) 
9,112 △2,580 793 458 66.92 

 

２．2023年３月期第２四半期累計期間の個別業績と前期実績値との差異(2022年4月1日～2022年9月30日) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株あたり 

四半期純利益 

 

前期実績値（Ａ） 

百万円 

6,321 

百万円 

△1,961 

百万円 

395 

百万円 

103 

円 銭 

15.16 

当期実績値（Ｂ） 9,604 △154 △65 △172 △25.22 

増減額（Ｂ-Ａ) 3,283 1,807 △460 △276 － 

増減率 （％） 51.9％ － － － － 

 

３．2023年３月期第２四半期連結業績予想及び個別前期実績値との差異の理由 

 2023年３月期の期初におきましては、国内におけるワクチン接種が徐々に進み、新型コロナウイルス新規

感染者数は緩やかな減少傾向となり、全国的に新規感染は次第に収束に向かっていくものと予想しておりま

した。しかし、2022 年7月に再び新規感染者数が急激に増加し、8月には全国的に過去最多の新規感染者数を

更新することとなりました。このような過去最多レベルの感染拡大は、年間での一番の繁忙期の来店客数の

大幅な減少をもたらし、売上高は期初の想定を下回ることとなりました。 



また、損益面におきましても、売上高の減少に加えて、ロシアのウクライナ侵攻の影響等によるエネルギ

ー価格の高騰がもたらす水道光熱費をはじめとした諸経費の上昇が影響し、営業利益、経常利益及び親会社

株主に帰属する四半期純利益の減少をもたらし、連結業績予想との差異が生じることとなりました。 

 一方、個別業績につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大による緊急事態宣言等の発出に伴う営業

時間短縮等の撤廃により、売上高及び営業利益が大幅に改善した一方で、前期に支給されていた緊急事態宣

言やまん延防止等重点措置に伴う感染防止協力金が当期は廃止されたため、経常利益及び四半期純利益は大

幅に減少することとなり、前期実績値との差異が生じることとなりました。 

なお、2023年３月期の通期連結業績予想については、業績好調な新業態「感動の肉と米」の出店拡大に加

え、新型コロナウイルス第７波の感染者数減少や「全国旅行支援」等をきっかけとした消費者マインドの向

上による来店客数増加等が期待でき、商品政策の見直しよる利益の改善を見込んでいることから、現時点で

は前回発表の予想数値に変更はございませんが、今後の業績の動向により、通期業績予想の修正が必要と判

断した場合には速やかに開示いたします。 

 

以上 


